
沿道からの声援に応えながら

秋めく市内を駆ける
　重兵衛スポーツフィールド中台をスタート・ゴール地点にニュータ
ウン地区を走る「成田POPラン大会」が開催されました。北は北海道、
南は沖縄まで、全国から1,700人を超えるランナーが出場した今大会。
3キロメートルの部と10キロメートルの部に分かれてスタートしまし
た。自己ベストに挑戦する人や仮装をして走る人など、沿道からの声
援を力に変えて、それぞれのペースで秋の成田を駆け抜けました。

成田POPラン大会　 11/17

秋晴れの会場は大にぎわい
　大栄地区の秋の恒例行事「大栄ふるさとふれあいまつり」
がナスパ・スタジアムをメイン会場に開催されました。メ
インステージでは地元の子どもたちが歌やダンス、演奏な
どを披露。また会場内には、多くの模擬店が軒を連ねたほ

か、カスタムカーの展示やミニSLの乗車体験などが行われ
ました。天気にも恵まれ、無料配布された焼き芋があっと
いう間になくなるなど、会場は終始にぎわいを見せていま
した。

厳かな雰囲気の中で

身上の安全を祈願
　滑河観音の名前で親しまれている龍正院で、毎年11月18日の観
音様の縁日に行われる祭り「木まち」が開催されました。華やかな衣
装を身に着けた子どもたちは、国の重要文化財である仁王門などが
ある境内を練り歩き観音様が祭られている本堂へ。所願成就や家内
安全などの大護摩修行が行われ、子どもたちは真剣な面持ちで祈り
をささげていました。

木まち　 11/18

1元気いっぱいに歌う子どもたち
2汽笛を鳴らしながら走るミニSL
3模擬店も大盛況

大栄ふるさとふれあいまつり　 11/23
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Machi ReportNarita
マークがあるイベントは成田市公式YouTubeチャ
ンネルで動画が見られます。右のQRコードからア
クセスして、当日の様子をお楽しみください。

成田まちレポ！
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※ ・ マークが付いたイベントは、Facebook・Xでも配信しています。



新鮮な農水産物が勢ぞろい
　市内の農業・商工業などをより多くの人に知ってもらお
うと「産業まつり」が卸売市場で開催されました。新鮮な農
水産物などが販売されたほか、飲食テントのコーナーで
は、つきたての餅や、カニとブリのあら汁などが並び、お

いしそうな料理を求めて行列ができていました。また、大
道芸人による迫力のあるパフォーマンスや生マグロの解体
ショーなども行われ、会場は大勢の人でにぎわっていまし
た。

色付いたモミジを見つけて

季節の彩りに包まれる
　成田山新勝寺大本堂の奥にある成田山公園で「成田山公園紅葉ま
つり」が開催され、赤や黄に色付いたモミジやイチョウなど約250本
の樹木が公園を彩りました。期間中の土・日曜日、祝日には、浮

うき
御
み

堂
どう
で箏
こと
や尺八などの「演奏会」、茶室の赤

せき
松
しょう
庵
あん
では抹茶と菓子で接待

する「茶会」が開催。訪れた人たちは鮮やかな木々に囲まれながら、
風情あるひとときを過ごしました。

成田山公園紅葉まつり　 11/9～24

1生マグロの解体ショーに多くの人が集まる
2サツマイモの詰め放題に挑戦
3和太鼓のステージも

理解と親睦を深める
　本市の友好都市である台湾・桃園市の小学生と交流を深める「台
湾・桃園市僑

きょう
愛
あい
小学校との交流会」が公津の杜小学校で行われまし

た。歓迎セレモニーでは僑愛小学校の児童が童謡「大きな古時計」を
日本語で合唱する場面も。セレモニーの後は授業で学んだ英語を
使ってコミュニケーションを取りながら、レクリエーションを楽し
んだり、給食を一緒に食べたりして親睦を深めました。

台湾伝統の衣装で合唱を披露

台湾・桃園市僑愛小学校との交流会　 11/14

産業まつり　 11/16・17
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SNSでつながろう
市では、イベント情報や緊急情報など、
皆さんの役に立つさまざまな情報をSNS
で配信しています。 成田市広報課Facebook成田市LINE 成田市広報課Instagram

＃なりたさんぽ
成田市公式X
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